
ＪＡグループ新潟による医師確保の取組支援について

「医師偏在指標」では新潟県の全国順位は
（医師充足が全国３番目に少ない）45位で
新潟圏域以外の６医療圏が医師少数区域に
位置づけられており、医師確保が課題と
なっています。【下図参照】

新潟県の医師確保状況 地域枠にかかる新潟県と杏林大学
及び厚生連の協定締結

新潟県内の医師不
足及び医師の地域
偏在の解消ならび
に安定的な地域医
療の確保を目的に、
三者（新潟県、杏
林大学、厚生連）
が相互に協議する
ことに合意、医学
生養成、医師配置
等に関して令和３
年12月22日に協定
を締結しました。
※記事「日本農業新聞」より
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ＪＡグループ新潟による医師確保の取組支援について

ＪＡグループ新潟による支援
●杏林大学地域枠とは…
医学生に６年間の学費を県とＪＡグループ
（当会を含む）が「新潟県医師養成修学資
金」として貸与し卒業後県内医療機関に９
年間（うち厚生連病院は５年以上）の勤務
を義務とする制度です。

●ＪＡグループからのご支援
当資金に対してはＪＡ新潟共済連、ＪＡ新
潟県信連、ＪＡ全農にいがたより多大なご
支援を賜り、将来厚生連病院で勤務する医
師の確保を通じて、地域医療を安定的・継
続的に提供していくことに貢献しています。

制度を活用した医学生養成の実績
R4年度新入生 2名 R5年度新入生 3名
R6年度新入生 4名 R7年度新入生 4名
計 13 名
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医学生の活動について

※ＪＡグループ新潟としての支援
は各年度２名が対象

・1～5年生の間、修学生合同の夏季実習に
参加し、地域医療を体験します。また、
毎年2～3月に新潟県内の厚生連病院で実
習を行います。

・定期的に新潟県と厚生連の担当医が医学
生と面談を行い、医学生を支援します。


